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YO PAKURIN

Diatonic Chord & Chord Scale
by YO KOBAYASHI★音階上に出来るTriad(3和音)と7th Chord(4和音)

Ⅴ7 のメロディーが
主音の場合は
Ⅴ7sus4 にする。

★  Dominant 7th Chord の3rdと7thの音程
(Tritone-3全音)は転回しても変わらない。

★  Dominant Motion(Tritoneの解決）

★Ⅱ-Ⅴ-Ⅰの成り立ち① Root が全て4度進行になる

★Ⅱ-Ⅴ-Ⅰの成り立ち②

 ドミナントの拡大 Two-Five  に分割

理論的にすべてのⅤ7はⅡm7-Ⅴ7に
分割可能でまとめてドミナント機能
を持つ。

同じルート上の3和音と4和音は同格で3種類に分類される。

ⅠとⅣは 6th Chordも使え
転回するとそれぞれⅥm7
及びⅡm7と同じ。

4度進行＝強進行（根音が
完全4度上行、又は完全5度下降
する動きで進行感が強い）

（Ⅴ低音と分割した上声部を組み合わせた形）
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YO PAKURIN

Diatonic Chord & Chord Scale (P2)

= Chord Tone = Non Chord Tone (Tension or Avoid Note )

Chord Scale (Available Note Scale)

★  Major 6th Chord はM7th がTensionとなる。

★  Dominant 7th sus4 Chord は3rd がAvoid Noteとなる。


